
５
月
24
日
、
第
３
回
「
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
交
流
会
」
が
京
都
嵐
山
で
開

か
れ
、
大
阪
・
兵
庫
・
京
都
か
ら
男

性
も
含
め
20
名
が
集
い
ま
し
た
。

嵐
山
中
之
島
公
園
内
に
あ
る
日
中

不
再
戦
の
碑
前
で
、
宇
野
木
京
都
府

連
会
長
か
ら
碑
の
建
立
の
経
緯
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
ま
し
た
。
清
水
寺

の
故
大
西
良
慶
貫
主
が
揮
毫
さ
れ
た

「
日
中
不
再
戦
」
の
文
字
は
力
強
く
、

侵
略
戦
争
へ
の
反
省
の
思
い
と
平
和

へ
の
願
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
で

溢
れ
る
渡
月
橋
を
渡
り
、
静
か
な
佇

ま
い
の
「
花
の
い
え
」
に
。
美
味
し

い
京
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
交

流
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
初

め
て
の
参
加
で
す
が
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

で
こ
の
よ
う
な
集
い
を
開
い
て
頂
き

よ
か
っ
た
。
」
「
男
性
も
参
加
し
て

い
い
と
聞
き
参
加
し
ま
し
た
。
」

「
懐
か
し
い
方
と
会
え
て
よ
か
っ
た
」

昼
食
後
は
、
日
本
留
学
中
の
周
恩

来
が
１
９
１
９
年
に
嵐
山
を
訪
れ
読

ん
だ
詩
碑
「
雨
中
嵐
山
」
を
訪
ね
ま

し
た
。
暗
い
世
界
の
中
で
新
し
い
思

想
を
知
り
一
点
の
光
の
よ
う
な
感
動

を
受
け
た
気
持
ち
を
表
わ

し
た
と
の
こ
と
。
口
語
体

で
詠
ま
れ
た
自
由
詩
で
斎

藤
先
生
の
中
国
語
で
の
朗

読
に
聴
き
入
り
な
が
ら
当

時
の
周
恩
来
に
思
い
を
馳

せ
ま
し
た
。

日
中
友
好
、
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
の
二
つ
の
碑
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
訪
れ
て
ほ

し
い
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
（
女
性
部

浅
田

美
奈
子
）
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嵐
山

日
中
不
再
戦
、
日
中
友
好
の

シ
ン
ボ
ル
の
碑
を
訪
ね
て

女
性
部

５
月
31
日
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
、
太
極
拳
学
習
実
践
講
座
を
27
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
恒
岡
正
勝
本
部
指
導
員
が

資
料
を
示
し
な

が
ら
「
人
体
の

骨
格
の
構
造
や

動
き
（
機
能
）

の
勘
違
い
を
知
り
、
直
す
こ
と
は
疲

労
や
肩
こ
り
の
軽
減
、
け
が
の
防
止
、

心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
よ
り
快
適
で

楽
な
動
き
に
つ
な
が
る
と
説
明
さ
れ
、

参
加
者
も
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
実

践
し
ま
し
た
。

体
幹
の
３
つ
の
動
き

の
ば
さ
れ
る
側
を
意
識
し
て
動
か

し
て

①
丸
め
る
・
反
ら
す

②
縮
め
る
・
伸
ば
す

➂
ひ

ね
る
・
シ
ュ
ワ
イ
シ
ョ
ウ
な

ど
腰
を
中
心
に
し
た
全
身
連

動
の
運
動
だ
と
指
導
さ
れ
ま

し
た
。
パ
ホ
ー
マ
ン
ス
向
上

の
た
め
に
は
①
ゆ
る
め
る

（
フ
ァ
ン
ソ
ン
）
②
軸
（
立

身
中
正
）
➂
連
動
（
一
動
全

動
）
が
あ
り
、
大
切
な
３
要

素
だ
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

西
支
部

太
極
拳
講
座

骨
格
の
構
造
を
学
ぶ

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に
全
国
各
地

で
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
集
会
が
取
り
組

ま
れ
、
大
阪
で
も
「
輝
け
憲
法
！
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
」
主
催
の
集
会
が
扇

町
公
園
集
会
で
４
５
０
０
人
が
参
加
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。

日
中
友
好
協
会
城
北
支
部
は
公
園
内
の

会
場
へ
向
か
う
広
場
で
「
中
国
帰

国
者
２
世
の
生
活
支
援
を
求
め
る

請
願
署
名
」
に
支
部
の
旗
を
掲
げ

８
名
が
参
加
し
奮
闘
、
70
筆
を
集

め
ま
し
た
。
春
名

肇
さ
ん
は

「
憲
法
９
条
を
護
ろ
う
、
日
中
不

再
戦
！
」
の
手
製
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を

前
後
に
掲
げ
集
会
に
向
か
う
人
た

ち
に
気
軽
に
声
を
か
け
、
署
名
の

意
義
を
訴
え
大
奮
闘
。
森
脇
篤
子

事
務
局
長
も
集
会
参
加
者
に
訴
え

て
回
る
粘
り
強
さ
が
光
り
ま
し
た
。

集
会
場
に
は
色
と
り
ど
り
の
ノ
ボ
リ
旗

が
翻
り
高
市
政
権
の
憲
法
９
条
改
憲
を
許

さ
な
い
決
意
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

元
文
部
科
学
省
事
務
次
官
の
前
川
喜
平
さ

ん
の
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
は
、
日
本
国
憲
法

が
で
き
た
背
景
に
悲
惨
な
戦
争
体
験
が
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
に
押
し
付
け
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
戦
争
は
し
な
い
、

武
器
は
持
た
な
い
と
決
意
し
た
日
本

人
の
英
知
が
詰
ま
っ
た
憲
法
は
人
類

の
宝
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
憲
法
改

悪
を
阻
止
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
後
、
日
中
城
北
支
部
は
中
崎

町
コ
ー
ス
を
元
気
よ
く
歩
き
沿
道
の

人
び
と
に
憲
法
守
れ
！
と
訴
え
ま
し

た
。
パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
懇
親
会
で

喉
を
潤
し
ま
し
た
。
（
佐
藤

倫
理
）

城
北
支
部

憲
法
集
会
で
帰
国
者
支
援
署
名
を
集
め
る

そ
ろ
そ
ろ
今
年
の
梅
雨
到
来
か
と
思
う
よ
う

な
５
月
26
日
、
全
大
阪
き
り
え
連
絡
会
主
催
の

２
０
２
６
「
花
の
き
り
え
展
」
が
大
阪
市
長
居

公
園
内
「
花
と
緑
と
自
然
の
情
報
セ
ン
タ
ー
」

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。
28
名
30

点
の
作
品
は
カ
ラ
フ
ル
に
多
様
に
花
々
を
切
り

取
っ
て
い
ま
す
。

ア
マ
リ
リ
ス
や
紫
陽
花
、
時
計
草
、
珍
し
い

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
や
わ
さ
び
の
花
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、

ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
蓮
の
花
と
多
彩
で
す
。

表
現
方
法
も
細
や
か
な
花
の
表
情
を
描
き
き

ろ
う
と
、
微
細
に
カ
ッ
ト
す
る
も
の
、
大
胆
に

彩
色
を
押
し
出
す
も
の
な
ど
、
リ
ア
ル
に
美
し

い
花
の
世
界
の
表
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

植
物
園
を
訪
れ
た
鑑
賞
者
も
、
初
め
て
の
き

り
え
を
目
に
す
る
人
や
、
知
ら
な
い
花
に
ス
マ

ホ
を
向
け
る
人
、
外
国
人
の
お
客
さ
ん
も
興
味
深
げ
に
巡
回
し
て
い

ま
し
た
。
（
前
田

尋
）

き
り
え

芍
薬

近
藤

好
幸

作

花
の
き
り
え
展
に
30
点
の
作
品
展
示

６
月
６
日
・
７
日
第
75
回
大
会
は

「
台
湾
有
事
」
で
大
軍
拡
の
最
前
線
と

な
っ
て
い
る
沖
縄
県
那
覇
市
船
員
会
館

で
開
催

大
会
は
会
場
参
加
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
併
用
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
現
地
参
加
者
を
加
え
て
全
体

で
１
６
９
名
が
集
い
、
大
阪
か
ら
の
参

加
は
７
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は
四
か

所
か
ら
、
発
言
は
２
名
で
し
た
。

山
本
範
枝
さ
ん
「
日
中
友
好
運
動
の

発
展
に
つ
な
が
る
女
性
の
幅
広
い
活
躍
、

大
阪
府
連
女
性
部
の
活
動
と
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
交
流
会
」
高
田
佳
誉
子
さ
ん

「
中
国
百
科
検
定
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。
大
阪
府
連
の
困
難
を
共
有
し
、
今

後
の
取
り
組
み
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

を
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
百
科
検

定
に
対
す
る
個
人
的
な

思
い
、
期
待
を
述
べ
た

い
。
」
大
会
で
は
平
松

悦
雄
さ
ん
「
カ
レ
ン
ダ
ー

学
習
会
に
つ
い
て
」
の

発
言
と
、
城
北
支
部
の

春
名
肇
さ
ん
「
中
国
残

留
邦
人
帰
国
者
二
世
の

人
達
と
共
に
」
の
文
書
発
言
で
す
。

大
会
派
遣
募
金
に
は
数
名
の
方
よ
り

２
万
４
千
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

沖
縄
大
会
開
催

第
72
回

大
阪
府
連
大
会

７
月
⒓
日(

日)

１
時
半

Ｐ
Ｌ
Ｐ
会
館

大
会
で
は
不
再
戦
・
平
和
・
交
流

活
動
、
府
民
の
中
に
広
げ
る
た
め
の

活
動
、
学
習
活
動
、
仲
間
づ
く
り
と

財
政
活
動
の
取
り
組
み
強
化
な
ど
を

討
議
し
ま
す
。

大
阪
府
連
会
長

山
本

恒
人
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「
宇
宙
」
と
い
う
語
は
戦
国
時
代

（
紀
元
前
５
～
３
世
紀
）
に
登
場
し

て
い
ま
す
。
「
宇
」
は
無
限
の
空
間
、

「
宙
」
は
無
限
の
時
間
を
表
し
ま
す
。

「
宇
宙
」
と
は
「
空
間
と
時
間
の
広

が
り
の
す
べ
て
」
な
の
で
す
。
古
代

の
中
国
人
は
、
宇
宙
で
は
す
べ
て
の

も
の
（
天
と
地
、
人
と
万
物
）
は
互

い
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
と
考
え
ま

し
た
。
宇
宙
は
皇
帝
の
統
治
権
と
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。
皇
帝
は
天
の
神

聖
な
力
を
行
使
し
て
宇
宙
と
人
と
自

然
の
調
和
を
保
つ
の
で
す
。

明
時
代
に
建
造
さ
れ
た
紫
禁
城
は
、

子
午
線
に
沿
っ
て
真
っ
す
ぐ
天
の
北

極
に
向
か
う
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
人
は
天
の
北
極
の
領
域
に
天
の

朝
廷
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
地
上

の
皇
帝
は
天
帝
の
代
弁
者
で
あ
り
、

北
極
星
を
背

に
し
て
（
天

子
南
面
す
）

人
々
を
統
治

す
る
の
で
す
。

北
極
星
を
見
つ
け
る
の
に
役
立
つ
北

斗
七
星
は
、
天
帝
が
乗
る
車
と
も
、

天
帝
に
仕
え
る
七
人
の
大
臣
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
の
星
座

は
形
で
は
な
く
、
北
極
星
か
ら
の
距

離
に
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

北
極
星
か
ら
の
角
度
や
距
離
で
星

の
位
置
を
と
ら
え
、
夜
間
の
時
刻
を

知
る
た
め
に
星
図
を
作
り
ま
し
た
。

漢
代
初
期
に
は
、
天
は
球
形
を
し
て

お
り
天
の
北
極
と
南
極
を
結
ぶ
線
を

軸
と
し
て
回
転
し
て
い
る
、
と
理
解

し
て
い
ま
し
た
。

万
物
の
調
和
と
作
用
の
媒
体
と
し

て
働
く
の
が
「
気
（
す
べ
て
の
活
動

の
お
お
も
と
）
」
で
す
。
夏
至
は
陽

の
気
が
極
ま
る
日
で
あ
り
、
冬
至
は

陰
の
気
が
極
ま
る
日
で
す
。
そ
の
た

め
皇
帝
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
儀

式
は
夏
至
と
冬
至
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

夏
至
に
は
地
に
感
謝
し
、
雨
乞
い
と

豊
作
を
祈
り
ま
す
（
祭
地
）
。
冬
至

に
は
天
に
感
謝
し
、
一
陽
来
復
を
祈

り
ま
す
（
祭
天
）
。
こ
の
２
つ
の
儀

式
を
行
う
場
所
が
天
壇
と
地
壇
で
す
。

中
国
で
は
、
天
文
（
宇
宙
の
現
象

を
観
測
す
る
）
と
暦
法
（
観
測
を
社

会
に
あ
て
は
め
る
）
は
天
と
人
を
結

ぶ
学
問
で
あ
り
、
歴
代
の
正
史
に
は

「
天
文
志
」
と
「
暦
志
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
高
田

佳
誉
子
）

古
代
中
国
の
渾
天
儀
（
こ
ん
て
ん
ぎ
）

中
国
の
星
物
語

10
回
シ
リ
ー
ズ

第
２
回

古
代
中
国
の
天
文
学

５
月
17
日
、
女
性
部
学
習
会
は

「
西
遊
記
」
「
金
瓶
梅
」
「
聊
斎
志

異
」
「
紅
楼
夢
」
「
儒
林
外
史
」
を

13
名
が
集
い
学
び
ま
し
た
。

だ
れ
も
が
よ
く
知
っ
て
い
る
「
西

遊
記
」
が
誕
生
す
る
ま
で
に
、
唐
の

実
話
か
ら
宋
の
説
話
、
元
の
雑
劇
、

明
の
長
編
小
説
を
経
て
実
に
１
０
０

０
年
近
い
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
を

知
り
驚
き
ま
し
た
。

講
師
は
高
田
佳
誉
子
先
生
。

参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

＊

日
本
で
は
子
ど
も
に
も
人
気

の
「
西
遊
記
」
だ
が
人
間
の
欲
望
な

ど
も
描
い
た
大
人
の
読
み
物
で
あ
っ

た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。

＊

題
名
は
知
っ
て
い

る
が
中
身
は
深
く
知
ら
ず

興
味
深
く
面
白
か
っ
た
で

す
。
「
西
遊
記
」
「
水
滸
伝
」
な
ど

も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
を
知
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

＊

古
今
東
西
を
問
わ
ず
人
間
の

悩
み
、
欲
望
、
本
質
は
変
わ
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
改
め
て
よ
く
わ
か
っ

た
。
中
国
の
物
語
を
知
れ
ば
、
現
代

の
日
本
の
民
衆
も
中
国
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
＊

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
文

学
は
紹
介
さ
れ
る
事
も
多

く
身
近
だ
。
し
か
し
世
界

の
文
学
は
偏
っ
て
い
る
も

の
だ
と
思
う
。
本
来
大
人

向
け
の
「
西
遊
記
」
が
ど

の
あ
た
り
か
ら
子
ど
も
へ

の
文
学
が
生
ま
れ
て
い
く

の
か
、
ま
だ
ま
だ
児
童
文

学
の
歴
史
は
短
い
よ
う
だ
。

＊

初
参
加
で
し
た
が
楽
し
く
学

習
で
き
ま
し
た
。
次
回
の
女
流
作
家

も
楽
し
み
で
す
。
＊

高
田
先
生
の

朗
読
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

次
回
は
７
月
19
日
（
日
）
１
時
半

か
ら
中
国
の
女
性
作
家
の
登
場
で
す
。

現
代
中
国
の
社
会
と
女
性
の
生
き
方

を
読
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
語
訳
で
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
女
性
部
）

女
性
部
学
習
会

奥
の
深
い
中
国
古
典
編

「
西
遊
記
」
「
金
瓶
梅
」
「
紅
楼
夢
」

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

「
３
月
20
日
の
カ
レ
ン
ダ
ー

学
習
会
、
回
を
重
ね
て
参
加
す

る
毎
に
、
中
国
の
主
要
な
都
市

が
は
っ
き
り
と
解
り
、
頭
の
中

で
も
浮
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り

百
科
試
験
に
役
立
ち
ま
す
。

中
国
世
界
遺
産
の
神
秘
的
な

数
々
の
湖
や
柱
林
の
美
し
い
風

景
に
見
惚
れ
ま
し
た
。
講
師
の

方
の
訪
問
さ
れ
た
少
林
寺
の
お
墓
も
始

め
て
拝
見
し
歴
史
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

行
か
れ
た
経
験
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
ど
う
し
て
昔
の

方
は
こ
ん
な
に
広
い
国
を
理
由
も
な
く

せ
め
た
の
で
し
ょ
う
、
学
べ
ば
学
ぶ
ほ

ど
思
い
ま
す
。

今
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
争
い
は
一

緒
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
カ
レ
ン
ダ
ー

学
習
会
は
平
和
も
教
え
て
く

れ
ま
す
ね
。
前
回
の
映
画
も

色
々
な
事
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
感
謝
で
す(

き
ら
き
ら)

」

（
Ｍ
）

「
３
月
20
日
大
阪
西
支
部

主
催
・
カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会

に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
改
め
て
中
国
の
広
さ
と

文
化
の
多
様
性
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
12
月
６
年
ぶ
り

に
ア
モ
イ
・
金
門
島
に
行
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
余
り
の
変
化
の
大
き
さ
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

中
国
旅
行
に
つ
い
て
周
り
か
ら
色
々

と
言
う
人
も
い
ま
し
た
、
し
か
し
今
は

ま
た
訪
ね
た
い
と
、
日
中
友
好
協
会
カ

レ
ン
ダ
ー
を
繫
々
と
眺
め
て
い
ま
す
。
」

（
村
上

哲
）(

前
号
の
続
報
で
す)

西
支
部

カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会
に
参
加
し
て

第
３
回
「
長
谷
川
テ
ル
訪
問
記
念

の
碑
」
碑
前
祭
が
４
月
19
日
、
奈
良

市
般
若
寺
で
77
名
が
集
い
開
催
さ
れ

ま
し
た
。(

前
号
の
続
報
で
す)

日
中
不
再
戦
の
誓
い
を
新
た
に
、

反
戦
平
和
を
貫
い
た
長
谷
川
テ
ル
顕

彰
事
業
の
意
義
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
３
月

刊
行
し
た
テ
ル
の
総
合
ガ
イ

ド
ブ
ッ

ク
『
長
谷
川
テ
ル
』

の
普
及
が
進
む
と
同
時
に
、

昨
年
10
月
に
行
っ
た
第
２
回

「
日
中
不
再
戦
長

谷
川
テ

ル
顕
彰
の
旅
」
に
は
27
名
が

参
加
、
中
国
の
エ
ス
ペ
ラ
ン

チ
ス
ト
ら
と
の
交
流
が
深
ま

り
ま

し
た
。

記
念
講
演
は
講
師
野
村
鮎

子
氏
（
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
・
奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

が
「
女
学
生
テ
ル
の
鬱
屈
―

奈
良
女

高
師
の
日
々
」
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

野
村
鮎
子
（
の
む
ら
あ
ゆ
こ
）
先

生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は

、
１
９
５
９

年
熊
本
県
生
ま
れ
。
立
命
館
大

学
文

学
博
士
。
奈
良
女
子
大
学

名
誉
教
授
。
２
０
２
５
年

４
月
よ
り
放
送
大
学

奈

良
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
・

特
任
教
授
。
専
門
は
中
国

古
典
文
学
・
中
国
女
性
史
。

そ
の
ほ
か
、
女
性
の
教
育

史
に
も
関
心
を
も
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

写
真
は
来
賓
挨
拶

坂
口
紀
代
美
さ
ん

長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会

交
流
会
で
記
念
講
演

西
支
部

京
う
ち
わ

き
り
え
教
室

６
月
14
日(

日)

午
後
か
ら
随
時
参
加
を

１
２
０
０
円

材
料
代
を
含
む

第
19
回
中
国
百
科
検
定

７
月
４
日(

土)

３
時
か
ら

大
阪
国
労
会
館

試
験
科
目

初
級
、
３
級
、
２
級

申
込
締
め
切
り
６
月
15
日

大
阪
府
連
事
務
局
ま
で

堺
平
和
の
た
め
の

戦
争
展

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺

７
月
18
日(

土)

11
時
か
ら

７
月
19
日(

日)

10
時
か
ら

女
性
部
学
習
会

ラ
ブ
リ
ー
中
国

７
月
19
日
（
日
）
１
時
半

短
編
小
説
で
読
む

中
國
女
性
作
家

府
連
事
務
所
２
０
５
号
室

戦
争
は
い
や
や

西
区
平
和
展

８
月
２
日
（
日
）

西
区
民
セ
ン
タ
ー

日
中
友
好
を
願
う

紫
金
草
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
13
日(

日)

１
時
30
分

守
口
市
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

入
場
券
は
府
連
事
務
局
へ

入
場
券

１
５
０
０
円


